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埼玉県内医療施設の施設内輸血療法委員会活動の実態調査 II
―院内輸血療法委員会の課題―
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血液製剤の供給実績のある埼玉県内医療施設を対象として，院内輸血療法委員会（委員会）の設置状況，構成，活
動内容，課題などに関するアンケート調査を行い，回答のあった 96施設の委員会が挙げた課題について検討した．
委員からの活発な意見・発言がないことが最も多くの委員会の課題で，次いで学会認定スタッフや輸血領域に詳しい
スタッフの不在が多く，続いて，適正使用についての議論や対応ができていない，輸血療法に対する要望や困りごと
が委員会に上がってこない，技師以外の職種の協力が得にくい，輸血管理料施設基準のために開催している・形骸化
していることなどが挙げられた．大規模施設の委員会では輸血療法に対する要望や困りごとが委員会に上がってこな
いことや委員からの活発な意見・発言がないことを課題として挙げた施設が多く，より小規模な施設ではスタッフの
不在に関する課題が多く挙げられていた．委員会の課題に地域による明らかな差異はみられなかった．
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はじめに
院内輸血療法委員会は，輸血療法を行う医療機関に
おいて，輸血医療に関する指針の策定，意識の向上と
教育，血液製剤の使用状況や有害事象の監査などを通
じてより安全かつ適正な輸血療法を主導する役割を担
う組織で，厚生労働省医薬・生活衛生局血液対策課「輸
血療法の実施に関する指針」で輸血療法を行う医療機
関内に設置が推奨されている１）～６）．しかし，院内輸血療
法委員会の運用については 2007年にパブリックコメン
トの形式で運用マニュアル案が提示されているものの，
委員会の構成や具体的な活動内容などについては各施
設に任されている７）．
各院内輸血療法委員会は，設置，運営，活動など様々
な課題や問題を抱えていると推測されるが，それらを
解決，解消するための手段や方策を得ることができて
いるかについては不明瞭である．埼玉県合同輸血療法

委員会は，埼玉県内各医療施設の院内輸血療法委員会
の活動実態を明らかにしてその問題点を抽出し委員会
の設置と活発な活動を支援するために，2023年に県内
医療機関の院内輸血療法委員会の設置状況や活動内容
についてアンケート調査を行い，県内医療機関の院内
輸血療法委員会の現状を初めて明らかにすることがで
きた８）．この調査では，院内輸血療法委員会の実態調査
に加え，各委員会が抱える課題についても調査し，各
委員会がどのような課題を多く抱えているか，さらに，
施設規模，地域により抱えている問題に違いがないか
などについて集計・解析して検討した．都市部，郊外，
農村部，過疎地など多彩な地域が混在して医療のニー
ズも多様性に富んでいる埼玉県内の医療施設の院内輸
血療法委員会の課題は，委員会の設置や活発な活動を
推進するにあたって具体的な支援に直接結びつく貴重
な情報であり，他の都道府県における合同輸血療法委
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図 1　院内輸血療法委員会の課題
A．全 96 委員会の中で課題を挙げた委員会の数と割合 96 の輸血療法委員
会全体のなかで「特になし」を含む 17 の各課題を選択した院内輸血療法
委員会の数と割合（課題を挙げた委員会数÷委員会数）．B．課題を挙げた
委員会の割合 各課題を挙げた委員会の割合．

表 1　アンケート送付施設，回答率，輸血療法委員会設置施設

病床数 送付施設数 回答施設数
（回答率）

　回答施設で委員会を
設置している
施設の割合

輸血療法委員会
設置施設数

（全委員会に占める割合）

0 122 22（18.0%） 9.1% 2（2.1%）
1 ～ 99 215 50（23.3%） 46.0% 23（24.0%）
100 ～ 299 61 44（72.1%） 79.5% 35（36.4%）
300 ～ 499 24 24（100%） 87.5% 21（21.9%）
≧500 15 15（100%） 100% 15（15.6%）

全体 437 155（35.5%） 61.9% 96（100%）

員会活動の参考になると考えられる．

方 法
2021～2022年度に日本赤十字血液センターから 1
単位以上の血液製剤の供給を受けた実績のある埼玉県
内の437医療施設を対象とし，調査依頼を郵送してForms

を用いたWEBアンケート調査を実施した．回答期間は
2023年 9月 13日～10月 16日で，院内輸血療法委員会
の設置，組織，活動内容などの実態に関する調査と共
に，各委員会が有する課題について「特になし」を含
む 17項目の課題と自由記入の「その他」を選択する形
式で調査した．課題は複数選択可能とし，選択する課



日本輸血細胞治療学会誌 第71巻 第 1号 2025年 39

図 2　院内輸血療法委員会の施設規模別の課題
A．施設規模別課題を挙げた委員会の数と割合 各課題を有している委員会の，病床数で0～99床，
100 ～ 299 床，300 ～ 499 床，500 床以上に分類した施設規模別の数と割合（課題を挙げた委員
会数÷委員会数）．B．課題を挙げた委員会の割合 各課題を挙げた委員会の施設規模別の割合．

題数は定めなかった．
437施設中 155施設から回答が得られ（回答率 35.5％），

96施設が院内輸血療法委員会を設置していると回答し
た．回答した 155施設で委員会を設置している施設の
割合は，全体で 61.9％，無床 9.1％，1～99床 46.0％，
100～299床 79.5％，300～499床 87.5％，500床以上 100％
であった．委員会を設置していると回答したこれら 96
施設からの回答を検討した（表 1）．なお，「その他」に
記載された内容は，いずれも「特になし」を除く 16
の選択肢のいずれかに含めることができると判断され
たため，それらを適切な項目に含めて検討した．群間
の平均の検定は t―検定で行った．

結 果
1．埼玉県内院内輸血療法委員会の課題
埼玉県内の 96の院内輸血療法委員会全体では，課題
がないと回答した委員会から 13項目の課題があると回

答した委員会まであったが，平均 3.6（中央値 3.0）の課
題があると回答した．

40（41.7％）の委員会が「1．委員からの活発な意見・
発言がない」ことを課題として挙げ，最も多い課題で
あった（図 1）．次いで多かった課題は，「2．学会認定
看護師（臨床輸血看護師・自己血輸血看護師・アフェ
レーシスナース）」，「3．認定輸血検査技師」，「4．輸血
領域に詳しい看護師や薬剤師等」が委員としていない
ことで，いずれも 35（36.5％）以上の委員会が課題とし
ていた．他には，「5．委員会内で適正使用についての
議論ができていない」，「6．各部門からの輸血療法に対
する要望が委員会へ上がってこない」，「7．適正使用を
疑われる事案に対して全例対応する事ができていない」，
「8．各部門で発生している輸血に関する困りごとが委
員会に意見として上がってこない」，「9．委員会活動が
技師中心で他職種の協力が得にくい」，「10．輸血管理
料施設基準のために開催している・形骸化している」を
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図 3　96 院内輸血療法委員会の埼玉県内の地域別分布と地域の医療機関
埼玉県を東部地域，中央地域，北部地域，西部地域，秩父地域の 5つの地域
に分割した，アンケート送付施設数，回答施設数，院内輸血療法委員会数を
示す．参考のために，2022 年の埼玉県内の各地域別の医療機関（病院，診療所）
数を示す（令和 4年 埼玉県保健統計年報 統計資料，第 2章 医療統計．
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0701/hokentoukei/r4hoken/iryotoukei.
html）．

20（20.8％）以上の委員会が課題として挙げていた．
2．施設規模別の課題
病床数で分類した施設規模別に院内輸血療法委員会
の課題を検討した（図 2）．院内輸血療法委員会が設置
されている施設は，無床 2施設（2.1％），1～99床 23
施設（24.0％），100～299床 35施設（36.4％），300～499
床 21施設（21.9％），500床以上 15施設（15.6％）で，
100～299床の施設が最も多かった．無床 2施設を 99
症以下の施設に含めて検討した．
各委員会が挙げた課題数の平均（中央値）は，0～99
床 3.52（3），100～299床 4.0（3），300～499床 3.4
（3），500床以上 2.9（2）で，100～299床の施設の委
員会で多く 500床以上の施設で少ない傾向がみられた
が有意差はなかった．
大規模施設の委員会ではスタッフの不在を課題とし
ている委員会は 20％以下と少なかったが，「6．各部門
からの輸血療法に対する要望が委員会へ上がってこな
い」，「1．委員からの活発な意見・発言がない」，「8．
各部門で発生している輸血に関する困りごとが委員会
に意見として上がってこない」など，規模が大きい施
設に内在する特性に関連してみられると予想される課
題を挙げた委員会がより小規模な施設と比べて多かっ
た（図 2）．より小規模な施設の委員会では，学会認定
を有したり輸血に詳しい検査技師，看護師，薬剤師な

どのスタッフの不在に関する課題が多く挙げられてい
た．
3．地域別の課題
埼玉県を東部地域，中央地域，北部地域，西部地域，
秩父地域の 5つの地域に分割して，地域別に院内輸血
療法委員会の課題を検討した（図 3，4）．院内輸血療法
委員会が設置されている施設の県内地域別分布は，医
療施設の地域別分布を反映して，県南部に多く北西部
に少ない分布で，秩父地方は 1施設であった．
各委員会が挙げた課題数の平均（中央値）は，東部
地域 3.5（2.5），中央地域 3.0（2），北部地域 3.8
（3），西部地域 4.0（4）で，秩父地域は 1委員会が 3
項目の課題を挙げた．課題数は西部地域，北部地域の
施設の委員会で多い傾向があったが有意差はなかった．
地域による委員会が抱える課題は，東部地域の委員
会で，「2．学会認定看護師」，「3．認定輸血検査技師」
が委員会内にいないことを挙げた委員会が半数以上と
多かったことと，西部地域で「1．委員からの活発な意
見・発言がない」ことを課題として挙げた委員会が多
かったことが目立ったが，輸血療法委員会が抱えてい
る課題に明らかな地域による差異はみられなかった（図
4）．なお，図 4では秩父地域は 1委員会のみであった
ため割合は示していない．
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図 4　埼玉県内地域別の院内輸血療法委員会の課題
A．地域別課題を挙げた委員会の数と割合 各課題を有している委員会の，埼玉県を東部地域，
中央地域，北部地域，西部地域，秩父地域の 5つの地域に分割した地域別の数と割合（課題
を挙げた委員会数÷委員会数）．B．課題を挙げた委員会の割合 各課題を挙げた委員会の地域
別の割合．

考 察
院内輸血療法委員会の実態については，これまでに
日本輸血・細胞治療学会と日本臨床衛生検査技師会合
同で 2004年度から 2008年度に行ったアンケート調査
や，いくつかの合同輸血療法委員会による調査が報告
されているが，これらの調査では院内輸血療法委員会
の課題については特に調査されていない９）～１６）．今回の調
査により，埼玉県内医療機関における院内輸血療法委
員会が現実に抱えている課題について初めて明らかに
することができ，合同輸血療法委員会が「より多くの
医療機関で輸血療法委員会が設置され活発に活動がで
きるように支援する」ためにどのような具体的な働き
かけをするべきかに関する極めて示唆に富む情報が得
られた．
アンケートでは，回答の選択肢として「2．学会認定
看護師（臨床輸血看護師・自己血輸血看護師・アフェ

レーシスナース）」，「3．認定輸血検査技師」が委員会
内に不在であることを設定したが，これらの選択肢は
実際には「輸血療法に関する専門的な知識，経験を有
する看護師，検査技師がいない」に近いと考えられ，
「4．委員に輸血領域に詳しい看護師や薬剤師等がいな
い」も含めると，多くの施設でスタッフが不在である
ことが課題であった．これらについては，合同輸血療
法委員会として，院外オブザーバーとして参加したり，
メーリングリストなどでサポートしたりすることによ
り積極的に関与できると考える．特に，比較的医療圏
が狭く，医療施設の多い中央地域と隣接している東部
地域の委員会に目立った委員会にスタッフが不在の問
題には，より直接的な働きかけが可能と思われる．ま
た，最も多かった「1．委員からの活発な意見・発言が
ない」や，5番目に多かった「5．委員会内で適正使用
についての議論が出来ていない」という課題について
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は，合同輸血療法委員会がアドバイスやサジェスチョ
ンなどを直接あるいはメーリングリストなどの形式で
働きかけることにより，院内輸血療法委員会の検討内
容や運営の仕方に何らかの改善がなされることが期待
される．
また，今回の検討の対象とはならなかったが，院内
輸血療法委員会を設置していない施設で，99床以下の
1施設から「輸血療法委員会とはどのようなものかを知
りたいので，資料などあれば送ってほしい」，無床の 1
施設から「個人の診療所レベルでどこまで委員会の設
置が推奨されるのか，情報提供を希望」との意見があっ
た．これらの施設は院内輸血療法委員会に関心を示す
輸血医療に対する意識が高い施設であると考えられ，
合同輸血療法委員会の働きかけが特に大きな意義を持
つ施設と考えられるが，これらの施設だけでなく院内
輸血療法委員会を設置していない比較的小規模な施設
に働きかけることは埼玉県内における安全かつ適正な
輸血療法をさらに推進するために非常に有意義なこと
と考えられる．そのためには，無床施設を含む比較的
小規模な施設の院内輸血療法委員会活動の具体的なモ
デルや指針を示すことが重要かつ有効であり，そのた
めには，院内輸血療法委員会を設置している無床施設，
小規模施設の実態をより詳細に調査する必要があると
考えられる．
今回の結果を踏まえ，埼玉県合同輸血療法委員会と
して，さらに検討を行い，各院内輸血療法委員会活動
を積極的に支援していく計画である．
著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし

謝辞：今回の調査にご協力いただいた埼玉県内の医療機関に深
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